
＜ＭＣ＞ちょっとお２人の掛け合いもお届けしていきたいと思います。 

 

＜宮本＞私、長崎生まれの長崎育ちですので、県外から見た長崎とか、大村の良

さっていうところが、自分自身が見えてないところがたくさんあると思うので

すね。その土地に根差した歴史、文化・芸術は、他の地域では絶対的に真似でき

ない、ビジネスとしても強みがあります。県外から石川さんがやって来られて、

どういったところに違いや、こういったところが良いなと思われる点があった

か、もうちょっとお聞きしてよいですか？ 

 

＜石川＞私は、大村に来てまだ２年ちょっとですけれども、大村在住ですってい

うと、市外の方から羨ましいと言われます。特に若いお母さんには、子育て支援

が充実していますね、と皆さんそうおっしゃられます。最初に大村に来たときは

萱瀬に住んでいました（今事務所としているところですけれども）。萱瀬は山で

すが、１０分走れば高速インター、ちょっと走れば駅もある空港もある。海も近

い、山もすぐで、本当になんて恵まれた地域だと思っていました。でも大村で萱

瀬に住んでいるっていうと“みんな不便でしょう”っておっしゃいます。いや、

めちゃめちゃ便利ですよ、って私は本当に思っています。＜宮本＞確かに時間的

にそうですよね。 

＜石川＞めちゃめちゃ便利ですよ。高速乗っちゃえばすぐどこでも行けるし、私

は福岡にも住んでいたので、福岡もしょっちゅう行きますし、高速バスもすぐ乗

れます。山と海があるので食べ物がとっても美味しいです。多分、長崎の方は本

当に気づいていらっしゃらないと思いますけど、こんなに魚が美味しいとか、柑

橘がこんなにお安く、質のいいものが食べられるとか。皆さん当たり前だと思っ

ていますけど。福岡が長かったので、糸島にも似ているなと思っていて、大村に

は可能性ポテンシャルしかないのではないか、と思っています。 

 

＜宮本＞糸島よりもアクセスいいですよね。 

 

＜石川＞新幹線も駅ができたので、ますます便利になりますし、それは人口増え

ますよね、みたいな感じです。 

 

＜宮本＞お話を聞いていて、あまりに便利な環境に慣れすぎて、車で１０分ぐら

いでも不便と言ってしまう贅沢さがあるのだと思いました。交通の要所である

とか、口では言っているけれども、その実感としての便利さや良さは、外からや

ってきたからこそ余計に感じるのでしょうね。 

 

＜石川＞そう思います。私、前職で社会教育指導員とかってやっていましたが、

不登校支援に関しても、実は大村ってすごく進んでいるんです。皆さん当たり前

だと思っているようで、市外県外はこんな感じですよって言うと皆さん驚かれ

ます。 

 

＜宮本＞なるほど、改めて良さにもう一度気づくっていうのも、とても大切なの

かもしれないですね。 

 



＜石川＞私、東彼杵でやっているコミュニティ拠点の名前が“ハゼと土”ってい

う屋号にしています。ハゼは９９％九州の方が「かぶれる」と言って嫌いなんで

すが、東日本にはないんです。ハゼの実からロウが取れますが、海外からはジャ

パンワックスと言われ、有名です。この油脂が、すごく優秀でいろんな用途に使

われます。しかし伐採が続いており、原料自体が取れなくなって、輸出もなかな

かできないので、ハゼの保全活動を始めています。 

 

＜宮本＞これは一例かもしれませんが、知らなかった、気づけていない、失って

はならない強みや良さがありますね。 

 

＜石川＞気づいてほしいなと思って、ワークショップとかマルシェとか活動さ

せていただいています。宝の山で宝探しですよ。それが、若い方も呼び込みなが

らうまく循環するようになったらいいなという感じです。それこそ里山保全に

繋がるし、世代間を繋げることにもなります。若い人たちでそうやって自然に触

れながら、仕事になればいいなっていう方って多いです。実際、私の事務所にも、

市外県外から活動を一緒にさせて欲しいと言って、最近２拠点生活で始められ

た方もいらっしゃいます。完全移住はなかなかハードルが高いので、行ったり来

たりしながら大村の良さを知ってもらう、そうすると多分もう好きになって人

間関係ができれば移住したくなるんですよね、そういう形で自然に人口が増え

てくれればいいなと思っています。 

 

＜ＭＣ＞改めて石川様のこれからの目標取り組みとか、お聞きしてもよろしい

ですか？ 

 

＜石川＞はい、ありがとうございます。実はですね、今まで今のようなコミュニ

ティ拠点の運営とかサブ里山保全の活動ということを受けてですね、同じよう

な拠点運営をしていただけないかという、ありがたいお話をいただいてまだ確

定じゃないですけれども、来年春ぐらいから新大村駅前でコミュニティカフェ

とか拠点の運営をしたいなって今話を進めているところです。 

 

＜ＭＣ＞最後に、宮本センター長より産業支援センターのご紹介をいただいて

もよろしいでしょうか？ 

 

＜宮本＞ご相談に来られた皆様の夢の実現を一緒になって、わくわくしながら

応援させていただく伴走支援を行っています。中小の企業様の各種ご相談、新規

事業や起業をお考えの皆様のワンストップ相談窓口です。お気軽にお越しいた

だければ嬉しいです。 

 

＜ＭＣ＞はい、ぜひ皆様大村市産業支援センターを訪ねください。本日のゲスト

は、一般社団法人ひぜん里山学舎代表の石川雅美様にお越しいただきました。 


